
提
婆
品
の
法
華
経
へ
の
挿
入
に
つ
い
て
は
本
田
義
英
博
士
が
之
を

第
五
次
後
分
（
法
華
経
論
Ｐ
一
二
六
）
に
配
し
て
い
る
如
く
、
原
始

法
華
経
の
成
立
か
ら
は
可
成
り
お
く
れ
た
時
期
に
附
加
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
提
婆
品
は
原
始
法
華
経
結
集
集
団
と
は
別
な

集
団
に
お
い
て
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
法
華
経
の
呼
称
の
用
例
に
相
違
の
あ
る
点
を
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
第
一
章
（
序
品
）
第
三
章
（
響
嚥
品
）

第
七
章
（
化
城
嚥
品
）
第
二
章
（
見
宝
塔
品
）
第
一
七
章
（
随
喜

功
徳
品
）
第
一
九
章
（
常
不
軽
品
）
第
二
○
章
（
神
力
品
）
第
一
二

章
（
ダ
ラ
ニ
品
）
第
一
三
章
（
薬
王
品
）
第
一
三
章
（
妙
音
品
）
第

二
五
章
（
妙
荘
厳
王
品
）
第
二
六
章
（
普
賢
品
）
の
各
章
に
お
い
て

は
法
華
経
を
指
す
場
合
、
留
民
冨
園
日
砦
巨
且
目
鼻
画
昌
監
胃
目
１

画
１
冒
円
冨
冒
昌
呂
耳
、
ｇ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
提
婆
品
に
於
て

提
婆
品
の
挿
入
位
置
に
つ
い
て

有
賀
要
延

は
か
か
る
用
例
は
な
く
、
野
呂
歩
胃
日
餌
や
匡
且
画
風
冨
昌
愚
日
”

切
目
目
召
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
且
冨
魂
目
呼
冨
昌
ご
画
置
が
除
か
れ

て
い
る
。
他
の
各
章
の
成
立
を
見
た
同
じ
集
団
で
櫛
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
提
婆
品
の
み
が
か
か
る
異
っ
た
表
現
を
用
い
る
必
要

は
な
い
筈
で
あ
る
。

此
処
に
提
婆
品
の
異
質
な
一
面
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
提
婆
品

の
法
華
経
に
お
け
る
位
碇
は
梵
本
・
正
法
華
・
妙
法
華
の
い
づ
れ
も

宝
塔
品
と
勧
持
品
と
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
点
は
一
致
し
て
い
る
。

宝
塔
品
と
勧
持
品
と
は
内
容
文
脈
に
お
い
て
連
絡
し
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
提
婆
品
の
挿
入
は
此
の
文
脈
を
敢
え
て
分
断
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
か
く
ま
で
し
て
何
故
に
挿
入
さ
れ
た
か
、
と
い
う
事
が
問
題

と
さ
れ
る
。
提
婆
品
中
「
至
於
仏
前
頭
面
敬
礼
二
世
尊
足
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
之
は
成
立
史
的
に
は
宝
塔
品
の
存
在
が
あ
っ
て
後
に

提
婆
品
が
成
立
す
る
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
宝
塔

品
以
後
に
提
婆
品
が
慨
か
れ
る
事
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
だ
け
で
は
、
第
十
一
章
以
後
に
お
け
る
位
置
の
決
定
は
出
来
な

い
。
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
る
の
が
授
記
の
配
列
で
あ
る
。
法
華
経
に
お

け
る
授
記
は
其
の
一
乗
の
立
場
を
授
記
と
い
う
事
例
を
も
っ
て
明
確

(〃5）



に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
授
記
は
第
三
章
（
臂

嚥
品
）
の
舎
利
弗
の
受
記
に
始
ま
り
、
第
六
章
（
授
記
品
）
の
摩
訶

迦
葉
、
須
菩
提
、
迦
施
延
、
目
槌
連
、
第
八
章
（
五
百
弟
子
受
記

品
）
の
富
楼
那
・
阿
若
橋
陳
如
・
優
楼
頻
螺
迦
葉
・
迦
那
迦
葉
・
那

提
迦
葉
・
迦
留
陀
夷
・
優
陀
夷
・
阿
党
楼
駄
・
離
婆
多
・
劫
賓
那
・

薄
拘
羅
・
周
陀
・
莎
伽
陀
・
第
九
章
（
授
学
無
学
人
記
品
）
の
阿
難

・
羅
脹
羅
迄
・
個
人
名
を
挙
げ
て
授
記
が
語
ら
れ
て
い
る
之
等
の
比

丘
衆
は
釈
尊
の
直
弟
子
で
あ
り
、
教
団
の
主
力
と
な
っ
て
い
た
実
在

の
比
丘
達
で
あ
る
。
之
に
続
く
の
が
第
十
一
章
に
お
け
る
提
婆
達
多

の
授
記
で
あ
る
。
提
婆
達
多
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
釈
迦
牟
尼
及
び

教
団
に
対
す
る
異
端
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
婆
達
多
の
授
記
を
二
乗

作
仏
を
示
す
比
丘
衆
の
授
記
の
次
に
挿
入
す
る
と
同
時
に
、
文
殊
師

利
に
よ
っ
て
法
華
経
の
教
化
を
受
け
た
竜
女
の
変
成
男
子
・
作
仏
の

様
相
を
示
し
て
、
第
十
二
章
（
勧
持
品
）
の
摩
訶
波
闇
波
提
尼
、
耶

輪
陀
羅
尼
の
授
記
に
関
連
せ
し
め
て
い
る
。
即
ち
、
法
華
経
の
主
要

な
思
想
と
し
て
の
二
乗
作
仏
を
先
づ
男
性
で
あ
る
各
比
丘
の
授
記
を

も
っ
て
記
述
し
、
原
始
教
団
以
来
悪
人
と
さ
れ
、
教
団
の
異
端
者
で

あ
る
提
婆
達
多
の
授
記
を
以
て
之
を
し
め
く
く
り
、
女
性
に
対
し
て

は
大
乗
仏
教
に
お
け
る
重
要
な
問
題
と
さ
れ
て
い
た
変
成
男
子
の
思

想
を
も
つ
竜
女
作
仏
を
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
摩
訶
波
闇
波
提
尼
、
耶

輪
陀
羅
尼
の
授
記
を
も
っ
て
比
丘
尼
衆
の
授
記
を
代
表
せ
し
め
て
、

法
華
経
に
お
け
る
授
記
の
配
列
が
整
え
ら
れ
る
と
い
う
結
果
を
も
た

ら
す
に
至
っ
た
と
い
う
事
が
出
来
る
。
此
処
に
第
十
一
章
（
見
宝
塔

品
）
と
第
十
二
章
（
勧
持
品
）
と
の
文
脈
を
敢
え
て
分
断
し
て
ま
で

も
提
婆
品
を
挿
入
し
た
最
大
の
要
因
を
見
る
も
の
で
あ
り
、
法
華
経

に
お
け
る
提
婆
品
の
位
慨
は
「
授
記
」
の
配
列
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

右
表
題
の
下
に
開
眼
供
養
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
回
向
功
徳

妙
、
真
間
釈
迦
仏
御
供
養
逐
状
、
草
木
成
仏
口
決
、
木
絵
二
像
開
眼

事
、
四
条
金
吾
釈
迦
仏
供
養
事
な
ど
の
諸
御
書
を
考
察
し
加
え
て
観

日
蓮
聖
人
思
想
に
お
け
る

開
眼
供
養
の
理
念
と
論
理

伊
藤
瑞
叡

(〃6）


